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2010年 8月から遠野市畑谷地区にセンサーノードを 23個、釜石線足ケ瀬駅から山側に全長 5Kmにわ
たって設置した。ノードを一つ一つチェックしていく作業を山の中で行なうにはかなりの労力が必要
であった。 950MHzの電波到達理論値が約 1Kmとのことであったが、本研究ではノードとノード間の
距離は住宅密集地に おいては約 100mから 200m、見通しの良い里山で約 500mであった。データはマ
ルチホップによって足ケ瀬駅に設置したコンピュータに記録されるとともに、コンピュータに接続し
た DOCOMO-FOMAを使用した Wi-Fiルータか ら、研究室のコンピュータで随時 G-mailにログインする
ことによって、データを確認する事が可能となった。その結果、図に示す通り各ノードの 防水ケース















































左 （図３） 傾斜計モジュール 
中央 （図４） 傾斜計モジュールを防水加工して円筒に挿入 



















(a) 脈波計測ノードを利用した M2Mセンサネットワークシステムの開発 
















（図 7） 脈波計測ノードを活用するセンサネットワーク (図 8)脈波計測ノード 
 
























































   近年,センサネットワークの研究が注目されている.例えば,各種トレーサビリティシステムや環境計
測, 医療・福祉システムなどがある.しかし,センサノードで取得したセンサデータを可視化するための
アプリケーショ ンの開発が必要であったり,開発するための学習コストがかかるといった問題がある.
本研究では,特定のプログラ ミング言語やセンサノードに依存しないセンサノードのためのサーバア
プリケーションとソフトウェアライブラリを 開発した.また,開発したサーバアプリケーションとソフ
トウェアライブラリを利用して地理情報を利用した可視化 アプリケーションを試作した. 
 
 
 
（図１３）システム構成図 
 
 
 
（図１４）サーバアプリケーションと可視化アプリケーション 
